














警察が来た時に、「昔端末が盗難（あるいは紛失）にあった事がある」と言えば、それで丸く治まる

のか、それとも面倒な事になるのかは、実際その時になってみないと分からないでしょう。

**************************

「個人情報をPDFに埋め込むのは精神的DRMとなり、コピー抑止になる」とよく言われますが、あ
くまでもコピー抑止効果があるのは『個人情報が埋め込まれた人のみ』です。

端末を拾った人、盗んだ人にとっては、個人情報が埋め込まれていようと知ったことではなく、簡単

にコピーを他者に譲渡して流出・拡散してしまうでしょう。 

紛失・盗難後に端末に内蔵されていた電子書籍データのコピーが出回らないよう、出版社などが今回

漫画で提案したようなビュワーアプリをスマフォやタブレット・ノートPC向けに用意して無料で配
布すべきだと私は思います。

不正コピー品が出回ってしまうと被害を受けるのは購入者だけでなく、出版社や漫画家も同様のため

、業界側で今回の問題について対策を講じる必要があるでしょう。 

************************** 

なお、タブレットやスマートフォン、ノートPCの紛失・盗難だけでなく、電子書籍データを入れて
おいたポータブルHDDやUSBメモリ、SDメモリーカードの紛失や盗難でも、同じような問題を引き
起こす恐れがあります。

ドキュメントスキャナで自分で電子書籍化した本ならともかく、電子書籍販売サイトから購入した『

個人情報つきPDF』の管理についてはしっかりやらないと、自分の個人情報が埋め込まれたPDFの
コピー品が出回ってしまい、後で賠償させられる事になりかねません。 

購入者が家族に電子書籍データのコピーを渡した際も、こういうビュワーで独自形式に変換させてお

けば、「家族が安易に知人などにコピーを渡してしまい、そこから購入者の個人情報つきPDFのコピ
ーが広がっていく」・・・・という事も回避できるわけです。  



独自書籍形式に変換する際に、埋め込まれた個人情報を残したまま変換するか、それとも個人情報部

分は削除するのかどうかについては、いろいろな意見があると思います。

独自形式に変換しても、世の中には「頑張って復元しようという人」もいるため、もしかしたら解析

されて復元ソフトが作られて、「個人情報つきPDF」に復元されてしまう事もあるかもしれません。
消費者を守るという観点から考えると、念のため変換時に埋め込まれた個人情報は削除するようにし

た方がいいのかも……。

**************************

あと、漫画内で書き忘れましたが、独自形式の書籍ファイルへの変換については注意点が一つあり

ます。

購入した電子書籍データをノートPCかスマフォ、タブレットにのみ入れており、外部メディア（外
付けHDDやDVD、BDディスク）にバックアップを取ってない場合は、この変換でオリジナル版であ
るPDFを変換・削除してしまうと、「PDFデータが無くなってしまう」事になります。
（本体ひも付きの書籍ファイルに変換したせいで、購入者自身でも他の端末や、同じ端末でもOSを
再インストールした後は読めなくなってしまう） 

書籍サイトでPDFを再ダウンロードできれば問題ないですが、一部のサイトでは何故か再ダウンロー
ド期間に期限が設けられており、期限を過ぎると再ダウンロードできなくなったりします。

変換時には、「オリジナルのPDFファイルは別の場所へバックアップを取っているか?」はきちんと
確認するようにした方がいいでしょう。 
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